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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 18,202 △13.5 1,175 △53.5 1,236 △50.1 830 △66.7

21年3月期第2四半期 21,054 ― 2,524 ― 2,478 ― 2,495 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 14.33 ―

21年3月期第2四半期 39.74 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 47,796 26,654 54.1 448.09
21年3月期 50,596 26,101 50.0 428.43

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  25,836百万円 21年3月期  25,322百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00

22年3月期 ― 3.00

22年3月期 
（予想）

― 3.00 6.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 37,500 △20.7 2,400 △52.8 2,350 △51.3 1,700 △60.1 29.42
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に与える不確実な要因に
係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。なお、上記
業績予想に関する事項は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 66,386,718株 21年3月期  66,386,718株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  8,727,368株 21年3月期  7,281,493株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 57,918,017株 21年3月期第2四半期 62,796,085株
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 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年後半からの急速な経営環境悪化に対応した各企業の在庫調

整の進展、政府による国内経済対策等の実施により、緩やかな改善の動きがみられるものの、企業収益の低迷、設備

投資の減少、雇用環境の悪化は続いており、依然として厳しい状況で推移しております。 

  当社グループはこの様な状況の中、国内外において顧客への積極的な受注活動を展開いたしましたが、需要分野の

設備投資の抑制等が影響し、当第２四半期連結累計期間の受注高は17,520百万円（前年同期比32.2%減）の計上とな

りました。売上高につきましても海外大口案件の一巡および国内一般断熱工事の減少が影響し、18,202百万円（前年

同期比 ％減）となり、営業利益は売上総利益率の減少、販売費及び一般管理費の増加もあり、 百万円（同

％減）、経常利益は 百万円（同 ％減）、四半期純利益は 百万円（同 ％減）の計上となりまし

た。  

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりです。 

 ①建設工事業 

 売上高はクリーンルーム分野の前期受注案件の引渡しは順調に推移したものの、海外大口案件・国内一般断熱工

事の減少等があり、 百万円（前年同期比 ％減）となり、営業利益につきましては売上総利益率の減少等

もあり 百万円（同 ％減）の計上となりました。  

  ②機械器具製造業 

 ボイラー分野の新缶等受注案件の引渡しが順調に推移し、売上高は 百万円（前年同期比 ％増）となり、

営業利益につきましてはコスト削減効果もあり 百万円の計上となりました。（前年同期は 百万円の営業損失）

  

  

  総資産は 百万円となり、前連結会計年度末と比較して 百万円の減少となりました。 

 主な増加は未成工事支出金 百万円、投資有価証券 百万円であり、主な減少は受取手形・完成工事未収入金

等 百万円です。 

 負債は、前連結会計年度末と比較して 百万円の減少となり、 百万円となりました。主な増加は未成工

事受入金 百万円であり、主な減少は支払手形・工事未払金等 百万円です。 

 なお、借入金は 百万円減少、社債は 百万円減少し、借入金と社債の第２四半期連結会計期間末残高は

百万円となりました。 

 純資産の部は 百万円となり、前連結会計年度末と比較して 百万円の増加となりました。主な増加は当四

半期純利益 百万円であり、主な減少は剰余金の配当による 百万円、自己株式の増加による 百万円等です。 

 以上の結果、自己資本比率は、 ％となり前連結会計年度末と比較して ポイント改善しました。 

 当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況は次のとおりです。 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は 百万円となり、前連結会計年度末と比べ

百万円減少いたしました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金の増加は、 百万円となりました。 

主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益 百万円、売上債権の減少額 百万円であり、主な減少要因は、

未成工事支出金の増加額 百万円、仕入債務の減少額 百万円によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金の減少は、 百万円となりました。 

主な減少要因は、有形固定資産の取得による支出 百万円によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金の減少は、 百万円となりました。 

主な減少要因は、有利子負債の減少額 百万円、自己株式の取得による支出 百万円、配当金の支払額176百万

円によるものです。   

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

13.5 1,175

53.5 1,236 50.1 830 66.7

16,951 14.8

1,106 57.6

1,250 8.5

47 105

２．連結財政状態に関する定性的情報

47,796 2,799

1,106 371

3,293

3,352 21,142

533 2,003

1,389 100

6,863

26,654 552

830 177 332

54.1 4.1

6,978 774

1,859

1,285 3,293

1,106 2,016

616

406

2,009

1,489 332
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 今後の見通しにつきましては、本格的な景気回復を期待することは難しく、当社グループ事業に関連する民間設備

投資意欲の停滞が続き、厳しい事業環境が続くものと予想されますが、国内外において積極的な営業展開を図り、経

営基盤の充実、収益の確保・向上を目指してまいります。 

 平成22年３月期の業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の業績及び上記今後の見通しを勘案した結

果、平成21年5月8日及び平成21年７月30日付「平成22年３月期 第１四半期決算短信」において発表いたしました数

値を以下のとおり修正しております。 

  

  

  

該当事項はありません。   

  

該当事項はありません。  

  

完成工事高及び完成工事原価の計上基準 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、長期大型工事（工期１年以上、かつ請負金額５億円以

上）については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約

に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期

連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が

認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については

工事完成基準を適用しております。 

なお、平成21年３月31日以前に着手した工事契約のうち、長期大型工事（工期１年以上、かつ請負金額５億

円以上）については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を引き続き適用しております。 

  これにより、従来の方法によった場合と比べ、当第２四半期連結累計期間に係る完成工事高は 百万円増

加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が、それぞれ 百万円増加しております。 

  なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ）  42,500  3,800  3,700  3,450  59  70

今回修正予想（Ｂ）  37,500  2,400  2,350  1,700  29  42

増減額（Ｂ－Ａ）  △5,000  △1,400  △1,350  △1,750  －

増減率（％）  △11.8  △36.8  △36.5  △50.7  －

前期実績  47,288  5,082  4,821  4,262  69  21

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

1,153

128
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 7,476 8,044

受取手形・完成工事未収入金等 13,667 16,961

未成工事支出金 5,102 3,995

商品及び製品 207 226

原材料及び貯蔵品 170 169

繰延税金資産 599 848

その他 104 88

貸倒引当金 △36 △60

流動資産合計 27,291 30,273

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 7,935 7,600

機械・運搬具 4,291 4,276

土地 13,387 13,387

その他 866 1,001

減価償却累計額 △9,342 △9,144

有形固定資産計 17,137 17,121

無形固定資産 32 28

投資その他の資産   

投資有価証券 2,091 1,720

繰延税金資産 615 725

その他 706 892

貸倒引当金 △77 △166

投資その他の資産計 3,335 3,172

固定資産合計 20,505 20,322

資産合計 47,796 50,596
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 4,623 6,627

支払信託 691 682

買掛金 385 480

短期借入金 3,686 5,107

1年内償還予定の社債 400 200

未払法人税等 202 236

未成工事受入金 1,694 1,160

完成工事補償引当金 125 117

賞与引当金 382 391

役員賞与引当金 － 69

工事損失引当金 17 16

その他 632 751

流動負債合計 12,842 15,843

固定負債   

社債 － 300

長期借入金 2,776 2,745

繰延税金負債 3,053 3,056

再評価に係る繰延税金負債 641 641

退職給付引当金 1,065 1,056

役員退職慰労引当金 265 253

負ののれん 74 83

その他 423 515

固定負債合計 8,300 8,651

負債合計 21,142 24,494
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,889 6,889

資本剰余金 1,000 1,000

利益剰余金 18,960 18,307

自己株式 △2,320 △1,988

株主資本合計 24,528 24,208

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 322 160

土地再評価差額金 767 767

為替換算調整勘定 218 186

評価・換算差額等合計 1,307 1,114

新株予約権 2 －

少数株主持分 815 779

純資産合計 26,654 26,101

負債純資産合計 47,796 50,596
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

完成工事高 21,054 18,202

完成工事原価 16,550 14,957

完成工事総利益 4,504 3,245

販売費及び一般管理費 1,979 2,070

営業利益 2,524 1,175

営業外収益   

受取利息 24 12

受取配当金 29 28

為替差益 － 32

不動産賃貸料 100 70

受取保険金 56 17

その他 59 19

営業外収益合計 270 180

営業外費用   

支払利息 116 59

為替差損 102 －

不動産賃貸原価 46 33

その他 50 26

営業外費用合計 316 119

経常利益 2,478 1,236

特別利益   

貸倒引当金戻入額 56 46

投資有価証券売却益 － 2

特別利益合計 56 49

特別損失   

投資有価証券評価損 1 －

特別損失合計 1 －

税金等調整前四半期純利益 2,533 1,285

法人税、住民税及び事業税 109 169

法人税等調整額 △118 246

法人税等合計 △9 415

少数株主利益 47 39

四半期純利益 2,495 830
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,533 1,285

減価償却費 218 228

貸倒引当金の増減額（△は減少） △56 △111

工事損失引当金の増減額（△は減少） △1 0

退職給付引当金の増減額（△は減少） △11 8

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 27 11

その他の引当金の増減額（△は減少） △61 △69

受取利息及び受取配当金 △53 △40

支払利息 116 59

為替差損益（△は益） 0 23

複合金融商品評価損益（△は益） △8 △1

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 1 △2

売上債権の増減額（△は増加） 1,831 3,293

未成工事支出金の増減額（△は増加） △3,326 △1,106

たな卸資産の増減額（△は増加） △193 16

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,249 533

仕入債務の増減額（△は減少） 826 △2,016

その他 14 △52

小計 3,104 2,060

利息及び配当金の受取額 56 42

利息の支払額 △119 △59

法人税等の支払額 △146 △184

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,894 1,859

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △183 △890

定期預金の払戻による収入 100 683

投資有価証券の取得による支出 △123 △110

投資有価証券の売却による収入 － 14

有形固定資産の取得による支出 △652 △406

その他 △23 92

投資活動によるキャッシュ・フロー △882 △616

財務活動によるキャッシュ・フロー   

社債の償還による支出 △100 △100

短期借入金の純増減額（△は減少） 760 △271

長期借入れによる収入 3,500 1,300

長期借入金の返済による支出 △5,590 △2,418

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △12 －

少数株主への配当金の支払額 － △3

自己株式の取得による支出 △500 △332

配当金の支払額 △189 △176

その他 3 △8

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,129 △2,009
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5 △8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △122 △774

現金及び現金同等物の期首残高 7,621 7,753

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △5 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,493 6,978
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 該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日～平成20年９月30日） 

  

当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日～平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品及び役務の名称 

 事業区分は製品及び役務の機能別種類により区分しております。 

 ２．会計基準の変更  

 当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日～平成21年９月30日） 

「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法の変更」に記載のとおり、完成工事高

及び完成工事原価の計上基準を変更しております。この結果、従来の方法に比較して当第２四半期連結累

計期間の売上高は、建設工事業が 百万円増加し、機械器具製造業が 百万円増加しております。 

また、営業利益は、建設工事業が 百万円増加し、機械器具製造業が 百万円増加しております。  

  

日本の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。   

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
建設工事業 
（百万円） 

機械器具
製造業 

（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  19,901  1,153  21,054  －  21,054

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 10  108  119  (119)  －

計  19,912  1,261  21,173  (119)  21,054

営業利益又は営業損失（△）   2,607  △105  2,501  22  2,524

  
建設工事業 
（百万円） 

機械器具
製造業 

（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  16,951  1,250  18,202  －  18,202

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 6  291  297  (297)  －

計  16,957  1,542  18,500  (297)  18,202

営業利益   1,106  47  1,154  21  1,175

① 建設工事業 ： 熱絶縁工事、建築工事及び内装仕上工事他 

② 機械器具製造業 ： 各種ボイラーの製造据付、産業用機械の製造据付 

1,150 3

127 0

〔所在地別セグメント情報〕
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前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日～平成20年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア………………シンガポール、インドネシア 

(2）アフリカ……………ナイジェリア 

 ３．海外売上高は、連結財務諸表提出会社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

  

当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日～平成21年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国又は地域 

アジア………………シンガポール、インドネシア 

 ３．海外売上高は、連結財務諸表提出会社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

    

  

  

 該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕

  アジア アフリカ その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  1,395  324  35  1,755

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  －  21,054

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 6.6  1.5  0.2  8.3

  アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  824  159  984

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  18,202

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 4.5  0.9  5.4

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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受注及び売上の状況  

        a.受注高 

  

        ｂ.売上高 

  

  

  

  

６．その他の情報

区 分 

  

  平成21年３月期 

  第２四半期 

 平成22年３月期 

  第２四半期 

 対前年同期 

増減 
平成21年３月期 

 金額（百万円）  ％ 金額（百万円）  ％ 金額（百万円）  金額（百万円）  ％ 

 建設工事業     22,485     87.0     16,054     91.6     △6,430     43,152     89.7

 機械器具製造業     3,372     13.0     1,465     8.4     △1,907     4,959     10.3

 合  計     25,857     100.0     17,520     100.0     △8,337     48,111     100.0

区 分 

  

  平成21年３月期 

第２四半期 

 平成22年３月期 

第２四半期 

 対前年同期 

増減 
平成21年３月期 

 金額（百万円）  ％ 金額（百万円）  ％ 金額（百万円） 金額（百万円）  ％ 

 建設工事業     19,901     94.5     16,951     93.1     △2,949     42,612     90.1

 機械器具製造業     1,153     5.5     1,250     6.9     97     4,675     9.9

 合  計     21,054     100.0     18,202     100.0     △2,852     47,288     100.0
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